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変
遷
を
期
待
に

道
完
成

国
立
医
科
大
学
の
取
付
道
i
。
町

道
!
昭
和
・
玉
穂
線
の
開
通
式
が
、

一
一月
二
十
一
日
玄
関
口
で
あ
る
本
町

の
河
東
中
島
地
内
で
、
問
問
係
者
多
数

出
席
の
な
か
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
昭
和
五
十

一
年
に

工
事
着
工
と
な

っ
た
も
の
で
、
い
よ

い
よ
本
年
度
か
ら
建
設
に
入
る
医
科

大
学
の
進
入
路
と
し
て
完
成
し
た
わ

け
で
す
。
本
町
分
は
一
期
工
事
と
し

て
完
成
を
遂
げ
た
の
み
で
、
こ
の
先

昭
和
バ
イ
パ
ス
接
続
ま
で
の
二
期
工

事
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
道
路

完
成
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
先
、
周
辺

一
帯
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
る
こ
と
が

予
起
さ
れ
ま
す
。
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(2) 

お
お
い
に
利
用
を

場

現
在
-
町
内
に
は
二
つ
の
ナ
イ
タ

ー
設
備
の
グ
ラ
ン
ド
と
体
育
館
一
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、

近
年
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
は
増
え
つ

づ
け
、
特
に
室
内
競
技
用
の
箆
円

館
は
、
思
う
よ
う
に
施
設
の
利

用
が
で
き
な
い
な
ど
苦
情

が
町
当
局
に
寄
せ

ら
れ
て
い

ま
し

広町和日百

教
育
長

須

正

夫

田

た
。
こ
う
し
た
要
望
を
ふ
ま
え
、
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
、
安
全
で
設
備
の

整
っ
た
施
設
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
人

で
い
た
だ
く
よ
う
、
町
民
笠
宵
館
の

建
設
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の

ほ
ど
県
下
に
誇
る
町
民
室
長
と
し

て
完
成
し
、
四
月
か
ら
町
民
の
み
な

さ
ま
に
開
放
す
る
予
定
で
す
。

使
用
に
お
い
て
は
、
土
曜
(
午
巻
、

日
曜
、
平
日
夜
間
の
貸
し
出
し
を
す

る
予
定
で
す
が
、
私
達
み
ん
な
の
体

育
館
で
す
。
規
則
を
守
り
、
た
く
さ

人
の
方
々
が
利
用
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

発
展
と
箆
宵
向
上
に
お
お
い
に
寄
与

さ
れ
人
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ニ
O
O
O人
か
ら
収
容

で
き
る
大
型
体
育
館

昨
年
八
月
工
事
着
工
と
な
ヲ
た
町

民
体
育
館
は
、
工
事
も
順
調
に
進
み

い
よ
い
よ
完
成
と
な
り
ま
す
。

こ
の
隻
宵
館
は
、
国
母
工
業
団
地

の
本
町
地
内
に
操
業
し
た
フ
ォ
ノ
デ

ス
ク
闘
に
よ
る
と
こ
ろ
の
、
通
産
省

の
補
助
金
を
基
礎
と
し
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
、
鉄
骨
造
り
!
下
部
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
上
部
鉄
骨
造
り
一

部
二
階
建
て
と
な
り
、
総
工
費
二
億

三
七

O
O万
円
(
本
体
工
事
二
億
五
、

七
O
O
万
円
、
電
気
工
事
一
、
・
六

O

O
万
円
、
備
品
購
入
一
、

O
八
八
万

円
、
そ
の
他
四
四
二
万
円
)
と
な
り

ま
す
。
床
面
積
一
、
六
一
二

d
、
二
階

観
覧
席
部
分
三
七
六

d
、
総
床
面
積

一
、
九
八
八
2m
で
、
二
、

0
0
0
人

か
ら
収
容
で
き
る
県
下
で
も
数
少
な

い
大
型
体
育
館
と
な
り
ま
す
。

従
来
は
か
ま
ぼ
こ
型
体
育
館
が
多

か
っ
た
が
、
採
光
と
天
井
の
高
さ
を

保
つ
た
め
箱
型
昼
間
館
と
し
、
天
井

は
床
上
二

m
で
南
北
面
は
総
ガ
ラ

ス
張
り
と
な
り
ま
す
。
乙
の
ガ
ラ
ス

も
特
殊
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
、
競
技
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
配
慮
し
て
あ
る

こ
と
が
特
色
で
す
。

動運身全の分E
U
 

旧
あ
な
た
は
健
康
や
体
力
に

や
自
信
が
あ
り
ま
す
か

L
最

〈
近
、
健
康
を
害
す
る
人
が

非
常
に
培
え
て
い
ま
す
。
人
聞

が
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、
栄

養
、
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
生
活
を
つ
づ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
三
っ

す
の
う
ち
で
、
今
日
の
わ
た
し
た

灯
ち
の
生
活
で
、
最
も
欠
け
て
い

与
る
の
は
八
運
動
V
と
い
っ
て
よ

る
い
で
し
ょ
予
三
健
康
、
体
力
っ

く
く
り
の
た
め
の
運
動
は
、
工
夫

っ
す
れ
ば
ど
こ
で
も
い
つ
で
も
で

崎
き
ま
す
。

白
あ
な
た
は
一
日
十
五
分
以
上
の

は
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

康
か
?
。

健
自
分
の
目
標
を
つ
く
っ
て
、

仰
毎
日
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

仰
山
方
。
健
康
な
カ
ギ
を
目
指
し
て

市
川
山
F

即

候

つ

く

2
3
2
3し

仰
山

f
っ。



報広町和

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
長

深
川
恵
国
(
一
区
)

待
望
の
町
民
体
育
館
の
完
成
に
つ

き
ま
し
て
は
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

昭

有
益
に
活
用
し
た
い

(3) 

ス
ポ
ー
ツ
関
係
だ
け
で
な

く
文
化
関
係
使
用
も
配
慮

こ
の
体
育
館
は
、
ス
ポ
ー
ツ
聞
係

だ
け
の
使
用
で
な
く
、
文
化
関
係
に

も
使
用
す
る
よ
う
配
膚
し
で
あ
り
、

ス
テ
ー
ジ
設
置
・
音
響
施
設
な
ど
に

も
気
を
配
っ
て
め
-り
ま
す
。
座
イ
ス

も
六

O
O
脚
ほ
ど
用
意
、
台
車
十
台

を
購
入
し
運
搬
も
容
易
で
、
ス
テ
ー

ジ
下
に
収
納
一
仏
く
利
用
で
き
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
育
施
設
は
、
公
式
バ
レ

l
コ
ー

ト
二
面
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
三
面
、
高

鉄
棒
、
低
鉄
棒
、
つ
り
な
わ
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
卓
球
な
ど
あ
ら
ゆ
る
室
内

競
技
が
ゆ
っ
た
り
と
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
屋
外
競
技
と
し
て
知
ら
れ
る

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
面
が
設
置
さ
れ
ま

す
U

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
人
だ
後
シ
ャ

ワ
ー
で
汗
を
流
し
、
更
衣
室
ま
で
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
階
観
覧
席
は
固
定
イ
ス

一
九
二
席
を
設
置
し
、
立
見
席
を
含

め
る
と
四
O
O人
の
観
覧
者
が
収
容

で
き
ま
す
。
照
明
は
三
段
切
換
え
が

可
能
で
、
一
二

O
O
ル
ッ
ク
ス
の
明

る
さ
が
保
て
る
な
ど
す
ば
ら
し
い
体

育
館
で
す
。

本
県
で
六
十
一
年
に
は
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
本
町
の
こ
の
体
育

館
を
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
か
ボ
ク
シ
ン
グ

の
使
用
会
場
と
し
て
使
用
す
る
よ
う

す
で
に
県
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

四
月
か
ら

一
般
開
放
の
予
定

町
で
は
四
月
か
ら
一
般
開
放
す
る

予
定
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
健
康
な
体

v

つ
く

り
を
目
指
し
、
乙
の
箆
胃
館
を
お
お

い
に
と
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
使
用
規
定
の
関
係
は

検
討
中
で
す
の
で
内
容
を
掲
載
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
人
が
、
後
日
チ
ラ

シ
等
で
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

町

民

体

育

館

の

完

成

に

よ

せ

て

町
の
体
育
育
成
に
た

ず
さ
わ
ヲ
て
い
る
一
人
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
乙
の
県

下
に
誇
る
箆
円
館
が
、
町
民

の
皆
様
に
開
放
さ
れ
る
事
は
喜
ば
し

い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
有
益
に
活
用
ま
た
は
利
用
す
る
事

に
よ
っ
て
、
町
全
体
の
こ
れ
か
ら
の

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

国
体
に
は
バ
レ

l
誘
致
を

マ
マ
さ

λ
パ
レ

l
部
長

窪
田
孝
枝
(
阿
原
)

町
民
箆
円
館
の
完
成
1

マ
マ
さ
λ

パ
レ

i
部
一
同
非
常
に
喜
λ
で
お
り

ま
す
。こ

こ
数
年
バ
レ
l
愛
好
者
が
培
え

施
設
拡
充
が
叫
ば
れ
て
い
た
矢
先
-

最
高
の
贈
り
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
い
ま
ま
で
楽
し
み
に
待
っ
て
い

た
競
技
も
雨
天
の
た
め
に
流
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
達
は
ど
ん
な
に
落
胆
し

た
事
が
多
か
っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
体
育
館
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ

り
解
消
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
こ
の
箆
円
館
を
お
お
い

に
利
用
し
、
美
と
健
震
・
体
育
向
上

に
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
六
十
一
年
山
梨
国
体
に
は

こ
の
体
育
館
に
バ
レ
ー
を
誘
致
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
健
療
の
カ
ギ
」
と
は
、

毎
日
十
五
分
間
運
動
を
す
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
運
動
し

た
ら
カ
l
ド
に
記
入
し
ま
す
。

六
O
コ
マ
経
了
す
る
と
評
価
に

よ
っ
て
次
の
コ

l
ス
に
進
め
ら

れ
る
わ
け
で
す
。

コ
ー
ス
の
種
類
や
体
力
テ
ス

ト
の
評
価
に
関
係
な
く
、
毎
日

運
動
し
て
六
O
コ
マ
を
ぬ
り
つ

ぶ
し
た
人
(
カ
l
ド
一
枚
を
終

え
た
人
)
に
は
、
カ
ー
ド
一
枚

ご
と
に
、
町
長
か
ら
八
健
療
の

カ
ギ
達
成
証
V
と
美
し
い
バ
ッ

ジ
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
こ

し
の
達
成
証
が
六
枚
に
な
る
と
、

指
県
知
事
か
ら
賞
状
と
大
き
な
健

目
康
の
カ
ギ
が
も
ら
え
ま
す
。

さ
あ
/
み
な
さ
λ

/
こ
の

を
「
健
康
の
カ
ギ
」
を
利
用
し
、

ギ

〉

体

v

つ
く
り
に
挑
戦
し
て
下

力

〉

さ

い

。

〉
」
戸
な
お
、
乙
の
カ
l
ド
は

〈
品
目
撃
円
委
員
会
事
務
局
l

康

僻

電

話

三

七

三

七

番

に

用

健

へ

意

し

で

あ

り

ま

す

の

で



(4) 

申

告

の

必

要

な

い

人

済
み
で
す
か
/
.

町

県

民

税

申

の

町
県
民
税
は
三
月
十
五
日
が
申
告
期
限
で
す
。
ま
だ
、
申
告
の
済

ま
せ
て
な
い
方
は
、
納
得
ゆ
く
税
金
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
、
期
限

内
ま
で
に
必
ず
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

ム

ハ

税

γf

一
ド
hu
確
定
申
告
の
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

訓

へ

一

ロ

μ
4

叫
昭
和
五
十
三
年
分
の
贈
与
税
、
所
希
望
さ
れ
る
方
は
、
延
納
制
度
も
あ

叫
得
税
の
確
定
申
告
及
び
納
税
期
限
も
り
ま
す
の
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ず
二
月
十
五
日
で
す
。
期
限
内
に
申
告
ま
た
、
還
付
の
申
告
を
提
出
す
る

叫
納
税
が
済
ま
な
い
と
、
不
申
告
加
算
方
は
、
銀
行
口
座
振
り
込
み
が
で
き

叩
金
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ま
す
の
で
、
銀
行
や
農
協
な
ど
の
預

叩
期
限
内
に
申
告
は
必
ず
済
ま
せ
ま
し
金
口
座
萱
ワ
を
忘
れ
ず
に
。

叩
ょ
う
。
な
お
、
都
合
に
よ
り
延
期
を

の
旨
を
記
入
し
提
出
し
て
下
さ
い
。
受
け
る
人
は
、
守
主
明
細
書
な
ど
支

払
3

た
金
額
を
証
明
す
る
も
の
が
必

要
で
す
。
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四最l誌を 2 、 。 で 、 、 tとがに異保が一

月最益キ二届 大前新なな申動険霊月
寵謂F 全一出 切のしるいしが証新よ
題~.. ! --.ζ 保いこ場出あ K きり密

+聞f 半一 間 保険保と合てり記れ国民
土曜ま番い 存証院もは下ま載ま民わ

聾富 γ 合 じは証あ保さしさす健り
P輔子で せ そ回がり険川たれ 窟
町If 主。 は お収届ま税 U ら てお保
議 F キ 国 い致さすの異 い主験

* 保 てしま。納動する許の

申
告
の
必
要
な
人

広和昭

各
種
証
明
書
の
用
意
を



国
民
年
金
の
掛
け
金
が
四
月
か
ら

三
、
三

0
0
円
に
ア
ッ
プ

こ
の
四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険

料
が
一
か
月
三
千
三
百
円
(
現
在
は

二
千
七
百
三
十
円
)
、
付
加
保
験
料

加
入
の
方
は
三
千
七
百
円
(
現
在
は

三
千
百
三
十
円
)
に
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
国
民
年
金
は
、
農
業
、

漁
業
、
自
営
業
な
ど
に
従
事
す
る
人

た
ち
を
対
象
と
し
た
年
金
制
度
で
す

か
ら
、

加
入
し
て
い
る
人
た
ち
の
職

業
は
多
種
多
様
な
う
え
に
、
所
得
の

高
い
人
や
低
い
人
な
ど
も
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
あ
る
国
民
年

金
の
保
険
料
を
決
め
る
場
合
は
、
加

報広町和昭

未加入の万、保険料未納の方に

ill2 

入
者
の
負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と
を

避
け
る
た
め
、
毎
年
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
と
い
う
方
伝
が
と
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
、
国
民
年
金
で
は

国
が
他
制
度
に
比
べ
て
高
率
な
国
庫

負
担
(
給
付
費
の
三
分
の
一
)
を
し

て
加
入
者
の
負
担
を
軽
く
し
て
い
ま

す。
今
回
の
改
定
は
昨
年
の
十
月
か
ら

老
齢
年
金
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
種

年
金
額
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
こ
と

に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す

が
、
そ
の
引
き
上
げ
幅
は
、
こ
れ
ま

で
の
考
え
方
げ
い
た
っ
て
ゆ
る
や
か
な

dfら⑮j:

も
の
と
な
ヲ
て
い
ま
す
。

保

険

料

は

納

期

内

に

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す

と
、
万
一
の
と
き
障
害
年
金
や
母
子

年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
老

齢
年
金
の
資
格
期
聞
を
満
た
せ
な
く

な
っ
た
り
す
る
乙
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
た
め
す
ぎ
る
と

いど施の央 i年もは付こいと実年度よ年
。うさ二銀ン金 い、対のまは施六がう 金
ぞれつ行」特ら担象ほす Cさ月、にを
Cまの・が例な保氏ど u聖子れ三昭なう
利し機富、納いもな、 じて十和るけ
用た関士山付「保る特 かい日五特ら
下。で銀梨金国証方例 とるま十例れ
さ 実行中ロ民人に納 思こで五制る

Vお取り扱い期間 昭和53年 12月 15日から昭和55年

6月30日までO

Vご利用になれる方 特例納付の対象となる方、その配偶者

その扶養義務者で次の条件にあてはまる方

①満 20歳以上で安定した年収が 80万円以上ある方

③司一企業に勤続〈同一事業営業 )3年以上でかつ居住年

数 1年以上の方
③その他、当行所定の基準にあてはまる方

Vお使いみち 国民年金保険料特例納付
Vご融資金額 5万円以上50万円以内 (万円単位〉です。
ただし、次の金額までとします。

G河内付金額の範囲内
②当行及び他行からの借入金(事業資金及有担保借入を除

きます〉と合算して、年収の 50%以内で、かつ200
万円を超えない範囲内

Vご融資期間 5年以内(6カ月きざみ〉

'お利息 年 8.1%(信用保証保険料を含みます〉
Vご返済方法 ご融資の翌月から毎月元利均等額のご返済

となりますが、ボーナス時には培額返済も併用できますo

V担保・保証人 損害保険会社と提携し、信用保険制度を

採用しておりますので必要ありません。

'お申し込み時にご用意いただくもの

①実印・印鑑証明書
②普通預金通帳・普通預金お届け印

〈普通預金口座をお持ちでない方は口座をおっくり えだ

さい 。〉

③住民票謄本
④所得を証明するもの

⑤国民年金保険料納付書
これは山梨中央銀行の例ですが富士銀行の場合は多少異なり

ます。

年金特例納付金ローン開始

金
額
が
か
さ
み
納
め
に
く
く
な
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
納
期
限
ま
で
に
き
ち

人
と
納
め
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

蕊
選
議
蕊
ぶ
蕊
機
織
総
蕊
総
巡
ぶ

町
営
業
(
芭
rA居
一
悪
寒

蕊
蕊
蕊
ぶ
W
W蕊
札
約
Y
蕊
蕊
蕊
怒
、

受
付三

月
一
日

1
三
月
十
五
日

町
で
は
、
昭
和
五
十
三
度
建
設
の
町

営
住
宅
六
戸
の
入
居
者
を
次
の
要
領

に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

。
団
地
名
H
常
永
団
地

o
所
在
地
川
昭
和
町
上
河
東

0

構
造

υ
第
一
種
簡
易
耐
火
二
階
建

o
規
模

H
3
D
K、
六

一
、
五
三
2m

o
募
集
戸
数
け
六
戸

o
家
賃
(
予
定
)

U

一一
万
四
千
円

。
募
集
受
付
期
間
及
び
場
所
日
昭
和

五
十
四
年
三
月

一
日
射
J
三
月
十

五
日
制
昭
和
町
役
場
建
設
課

o
抽
せ
人
会
及
び
入
居
説
明
会
川
昭

和
五
十
四
年
三
月
二
十
日

ω午
後

二
時
、
昭
和
町
中
央
公
民
館
二
階

会
議
室

。
契
約
日
及
び
場
所
H
胎
和
五
十
四

年
三
月
二
十
九
日
射
J
三
月
三
十

一
日
制
昭
和
町
役
場
建
設
課

o
入
居
可
能
白
川
昭
和
五
十
四
年
四

月
一
目
印
刷

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
昭
和
町
役

場
建
設
課
建
設
係
に
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

(
T
E
L
一
一
一
一
一

i
四
)

こ
の
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ
っ

て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し
た
と
き
、

被
災
者
や
家
族
に
見
葬
金
を
支
給
し
、

少
し
で
も
明
る
い
生
活
を
守
っ
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
が
、
本
町
の
加
入

率
は
、
四

O
%
に
も
み
た
な
く
非
常

に
加
入
率
が
悪
い
の
が
現
状
で
す
。

万
一
に
備
え
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

。
掛
金
は
年
額
五
O
O円
で
す
。

※
各
区
の
組
長
さ
λ
が
申
込
書
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
申
込
者
は
、
氏
名

続
柄
等
を
記
入
し
、
三
月
二
十
日
ま

で
に
掛
金
を
添
え
て
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
問
い
合
せ
は
総
務
課
電
話

一一一

二

番
へ
・
・
・
・
。

見舞金の額

等級 災害の程 度 金額 注意

1 死亡 警意毒 133斉聞 | 警安 交

2 全治 6ヶ月以上の傷害 14万円

3 全治 3ヶ月以上 6ヶ月未満の傷害 7万円

4 全治 2ヶ月以上3ヶ月未満の傷害 4万5千円

5 全治 1ヶ月以上 2ヶ月未満の傷害 3万円
すでタ./，-...自

6 全治 2週間以上 1ヶ月未満の傷害 1万5千円 すで必が確認村長又は聞上

7 全治 1週間以上 2週間未満の傷害 1万円 。要書の町

死亡見舞金は即日支給もできます。



(6) 報広

「
何
か
し
た
い
が
、
何
を
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
」

そ
人
な
方
々
の
学
び
あ
い
の
場
と
し

て
、
二
月
九
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
の

八
日
間
に
わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
昨
年
に
つ
づ

町和昭

く
り
を
目
指
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
級
開
催
中

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
味
、
心
は
何

だ
か
む
ず
か
し
か
っ
た
が
、
自
分
だ

け
で
考
え
ず
、
話
し
合
う
こ
と
に
よ

り
主
旨
が
わ
か
ョ
て
き
た
」
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
認
識
を
深

め
て
き
た
よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
先
大

き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

昭
和
バ
イ
パ
ス
ニ
期
工
事
着
工

五

十

六

年

に

は

全

線

開

通

昭
和
バ
イ
パ
ス
は
、
昨
年
十
月
に
へ
直
結
す
る
最
短
距
離
の
幹
線
道
と

田
富
町
浅
原
橋
か
ら
布
施
J
竜
王
線
し
て
、
全
線
開
通
の
早
期
完
成
が
叫

ま
で
接
続
さ
れ
ま
し
た
が
、
甲
府
市
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
第
二
期
工
事
と
し
て
、

河
東
中
島
ほ
場
整
備
地
内
(
全
長
七

八
O
と
ま
で
工
事
着
工
と
な
り
、

三
月
末
完
成
を
目
指
し
現
在
着
々
と

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

残
る
町
内
路
線
は
す
で
に
調
印
が

済
人
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
遂
次
工

事
着
工
さ
れ
て
ゆ
き
、
五
十
六
年
中

央
道
完
成
ま
で
に
は
全
線
の
開
通
が

予
定
さ
れ
ま
す
。

好
評
だ
っ
た
栄
養
教
室

栄
養
改
善
推
進
委
員
会

栄
養
改
善
推
進
委
員
会
は
、
一
月

二
十
九
日
中
央
公
民
館
調
理
室
で
、

町
共
催
の
も
と
に
第
三
回
栄
養
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
冬
の
食
生
活
設
計
と
題

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
い
油
料
理
、

風
邪
に
強
ζ
な
る
食
事
を
考
え
、
カ

キ
の
土
手
鍋
、

し
の
だ
焼
き
、
凍
豆

腐
の
錦
揚
げ
の
三
種
類
を
、
参
加
者

を
グ
ル
ー
プ
編
成
し
て
推
進
員
の
指

導
の
も
と
に
料
理
実
習
さ
れ
ま
し
た
。

実
習
後
は
試
食
を
し
な
が
ら
反
省
を

し
ま
し
た
が
、
み
そ
を
使
っ
た
土
手

鍋
や
凍
豆
腐
の
中
に
人
参
と
ほ
う
れ

ん
そ
う
を
は
さ
ん
だ
凍
豆
禽
の
錦
揚

げ
は
、
「
体
の
芯
ま
で
暖
ま
る
」

「
色
合
い
が
き
れ
い
で
お
い
し
そ
う

だ
」
と
好
評
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
一
般
の
主
婦
の
方

々
を
対
象
に
闘
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
す
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。

1月 10日の二期工事起工式

qこ~、 『調帽‘

さらみぐ y

入
ノよ

て
し

は
内
ま

こ
町
い

ば

買
た

き
二
回
目
の
開
講
と
な
り
ま
す
が
、

す
で
に
昨
年
学
習
を
終
え
た
学
級
生

の
活
躍
は
、
各
地
域
で
着
実
な
実
績

が
あ
が
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
開
講
L
た
こ
の
ス
ク
ー
ル

に

は

、

二

十

八

名

の

方

が

参

加

し

受

む

望

講

し

て

お

り

ま

す

が

、

そ

れ

ぞ

れ

専

こ

聞

の

講

師

に

よ

る

学

習

を

主

と

し

て

習

F

実

お

り

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

運

動

の

推

進

町

で

を

す

る

き

っ

か

け

や

、

地

域

の

広

が

明

き

醐
つ

り
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
た
め
の
学

問
目

習

を

つ

、

つ

け

て

お

り

ま

す

。

目

は

圃

晶

突

参
加
し
て
い
る
方
々
の
感
組
は
、

L
J

，
真

ρ￥
dpx々ορふ
λν

ヤ

eο
向、マ
d作、マ
dμ、edh、。
ο戸、キ
dρ斗
dρ
‘キ

dFeο
吊

-hd向、edh、守
Uρ￥
ορ￥
ο向、edρ
キ

dρ￥
ο向、edρ
与、
υ
向、ぞ

dp与
ορ与
dp、マ
da

昭
和
町
消
防
団
は
、
た
。

県
消
防
協
会
長
表
彰
(
敬
称
略
)

新
春
恒
例
の
出
初
め
式
な
お
、
席
上
消
防
功
労
者
と
し
て
樋
口
一
雄
、
長
谷
川
良
三
、
河
澄

を
快
晴
に
思
ま
れ
た
一
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
常
雄
、

月
四
日
、
午
前
十
時
押

議

一

「

h
踊

雌

.

県

防

犯

協

会

表

彰

河

田

桂

、

畑

出
小
校
庭
で
盛
大
に
挙
行

臨

VE--鷹
野
泰
六
、
塚
原
春
雄
、

団
し
ま
し
た
。

品
種

醤

・
・
引
甲
府
地
区
支
部
長
表
彰
堀
内
正
美
、

防
来
賓
多
数
出
席
の
中
、

一

議

論

調

法

丸

山

妻

、

高

野

ぼ

介

・

考

E
-

、

議
襲
撃
協

操

川

石

原

町

長

式

貫

河

西

瞳

欝

機

鑑

車

町

長

表

彰

杉

浦

精

細

田

健

児

司

¢
消
防
団
長
訓
示
の
あ
と

:
臨
棚
翻
調
糊
識
調

プ
佐
藤
幸
雄
、
向
山
清
、
功
刀
栄

川
間
消
防
功
労
者
の
表
彰
、

L
品

購

艦

購

醸

繍

わ
幸
、
野
沢
寛
己
、

河
内
引
き
続
い
て
服
装
、
機

恥

盟

関

E
5
y
I
団
長
表
彰

i

一

!

山
引
械
器
具
点
検
、
消
防
操

し
慌
噛
開
圃
燭
擁
麟
欄

乙

井

上

武

、

小

田

切

武

、

内

藤

山
.
司
法
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

一連

純

一
一副

撃

轟

み

忠

夫

、

肘

Z
U
0
3
P
3
5
3
3
3
3
3
3
3
ρ
3
3
3
3
S
3
3
ρ
8
P
3
ρ
3
3
P
3
3
3向
s
t
o
p
-
ο
;



竺叩』
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報

当
町
河
西
の
石
原
盛
之
家
は
巨
寧

郡
中
郡
筋
の
地
侍
の
家
柄
で
、
甲
斐

国
志
人
物
部
に
「
石
原
次
郎
三
郎
、

河
西
村
、
村
長
ノ
家
ニ
元
亀
二
年
五

月
廿
六
日
武
田
ノ
印
書
二
通
、
同
三

年
石
原
権
丞
官
途
書
一
章
ヲ
蔵
ム
、

次
郎
三
郎
八
壬
午
起
請
文
ニ
跡
部
九

郎
右
衛
門
衆
ナ
リ
、
石
原
次
郎
左
衛

門
守
昌
ノ
男
、
名
ハ
守
親
、
法
名
ハ

実
山
宗
真
、
其
ノ
子
長
左
衛
門
守
時

、
善
左
衛
門
守
秋
ト
相
続
セ
リ
、
今

伝
ウ
ル
所
ハ
分
明
ナ
ラ
ズ
、
外
ニ
石

原
作
右
衛
門
ニ
授
ク
ル
手
簡
数
通
ヲ

蔵
セ
リ
、
是
レ
ハ
本
州
ニ
預
ラ
ザ
ル

ニ
挙
ゲ
ズ
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
初
め
の
一
通
は
、

村
武
田
家
印
書

「
定
、
鼻
輪
ノ
内
、
田
中
四
郎
兵

衛
分
、
内
徳
拾
六
貴
下
シ
置
刀
レ
候

、
相
当
ノ
武
具
等
相
噌
ミ
軍
役
ヲ
勤

ム
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
の
テ
件
ノ
如
シ

元
亀
二
年
辛
末

五
月
廿
六
日
朱
印

跡
部
大
炊
助
コ
レ
ラ
奉
ワ
ル

石
原
次
郎
三
郎
殿
」

広町和BE 
(7) 

武
田
旧
臣
の
動
向
が
知
れ
る

貴
重
な
石
原
家
古
文
書

文
化
財
審
議
委
員

こ
の
ほ
か
貴
重
な
武
田
家
印
書
が

一
通
、
官
途
書
一
通
を
含
λ
で
十
通

に
及
び
貴
重
な
文
書
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。さ

て
、
石
原
氏
は
文
書
か
ら
み
て

武
田
時
代
の
中
郡
筋
の
名
族
で
、
跡

部
氏
の
同
心
、
鼻
輪
村
(
現
花
輪
)

の
田
中
、
山
村
両
氏
の
知
行
す
る
所

か
ら
内
徳
(
役
職
に
対
し
て
与
え
ら

れ
る
利
得
)
を
収
め
る
こ
と
を
許
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
次
郎
三
郎
は
元
亀
三
年
(
一

五
七
二
)
正
月
十
三
日
に
信
玄
か
ら

権
丞
(
ご
ん
の
じ
よ
う
)
に
任
命
さ

れ
、
武
田
家
没
落
後
は
徳
川
家
康
に

仕
え
、
跡
部
九
郎
右
衛
門
の
同
心
の

一
人
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
.
が
伺
え

る
の
で
す
。
さ
ら
に
文
書
か
ら
、
次

郎
三
郎
の
一
族
石
原
作
右
衛
門
は
、

家
康
に
仕
え
な
い
で
姓
氏
未
詳
の
信

業
と
い
う
武
将
に
仕
え
た
こ
と
が
「

信
業
」
の
判
物
十
通
に
よ
っ
て
わ
か

り
ま
す
。

石
原
家
に
は
天
正
十
三
年
(
一
五
八

五
)
九
月
、
寅
十
月
の
書
状
も
あ
り

山
口
国
光

i
筆

、
寅
を
天
正
十
八
年
と
見
れ
ば
、
小

田
原
北
条
氏
は
す
で
に
亡
び
て
い
て

関
係
は
な
い
の
で
す
、
於
「
信
業
」
の

判
物
十
通
の
文
書
の
本
質
を
解
く
乙

と
に
よ
り
当
時
の
武
田
旧
臣
の
動
向

が
知
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
き
わ
め

て
貴
重
で
当
町
に
こ
う
い
っ
た
文
書

が
あ
る
こ
と
は
大
き
な
誇
り
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
武
家
文
書
も
大
事
で

古

文

書

考

す

が

、

当

時

の

庶

民

の

生

き

方

を

伝

古
文
書
と
言
う
と
難
解
な
も
の
と
え
る
地
方
文
書
の
寄
在
も
大
変
貴
重

割
り
切
っ
て
見
向
き
を
し
な
い
人
が
で
す
。
石
原
盛
之
家
で
も
現
在
、
保

多
い
よ
う
で
す
が
、
武
家
文
書
、
地
存
広
大
事
を
期
し
て
い
ま
す
が
、
古

方
(
じ
か
た
)
文
書
を
問
わ
ず
貴
重
文
書
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
大
事
に

な
も
の
で
す
。
静
岡
県
田
方
郡
原
木
保
存
し
て
お
い
て
下
さ
る
よ
う
切
望

の
堀
江
家
に
今
川
義
元
書
状
が
あ
り
す
る
次
第
で
す
。

ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
信
玄
が
な
お
、
今
回
で
町
文
化
財
の
紹
介

父
、
信
虎
を
駿
洞
の
今
川
義
元
の
許
は
終
り
ま
す
が
、
次
回
に
は
、
県
指

に
や
っ
た
の
か
、
追
い
払
っ
た
の
か
定
文
化
財
の
上
河
東
妙
福
寺
に
あ
る

合
意
の
上
で
あ
っ
た
か
の
論
争
に
終
鰐
日
を
紹
介
し
ま
す
。

止

符

が

打

て

た

の

で

あ

り

ま

す

。

-

訂

正

・

即
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
い
く
ら
信
前
号
の
町
支
七
財
紹
介
(
山
本
忠

玄
び
い
き
の
学
者
、
歴
史
家
も
信
玄
告
)
の
う
ち
、
左
記
の
三
字
が
誤
字

が
信
虎
を
放
遂
追
放
し
た
こ
と
を
認
の
た
め
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
致
し
ま
す
。

す
。
な
お
、
乙
の
堀
江
家
の
先
祖
は
神
宮
!
神
主
(
見
出
し
)

信
玄
の
妾
腹
の
子
で
修
理
介
と
称
し
漢
字
i
漢
学
(
七
行
目
)

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
l
明
和
(
三
十
六
行
目
)

切
W
切削

w
w
w切
凶

w
wゆ
切
削
句
切

W
切

ω
9
0
W切
ω
v
o
w切
凶
叩
旬
。
切

w
w
w納
付
明

W
切
創
叩
切

W
切

W
叩
紗
切
削
叩
切
。
切
削

w
w
w切
創
ザ
ゆ
紗
切

W
W紗
切
凶
句
切
紗
切
凶
ザ
切

W
切剖

w
w
w
w
w
明
付
句
剣
W

市

J
3
-
w

テ

、

井

上

ま

さ

江

ロU
E

Z

》
々
と
立
春
の
手
に
あ
ざ
や
か
な
ボ
タ
ン
買
う

ト

f
r
n
u
f
y
r
2
J

清
水
年
江

，T
4

t

d

病
む
母
を
い
と
し
み
冬
は
共
に
老
ゆ

伊
藤
春
江

立
春
の
う
す
陽
が
っ
つ
む
靴
の
皮

内
藤
ふ
く
次

希
望
の
字
ぺ

l
ジ
う
づ
め
て
卒
幸
木
す

長
田
そ
の
子

春
立
ち
て
風
が
こ
ま
め
に
雨
と
は
す

桑
原
丑
寅

立
春
の
か
そ
け
き
音
に
毛
イ
示
、
る

輿
石
さ
智
代

。

女
C
え

清
水
博
文

暮
色
溶
け
込
む
空
の
藍

伊
藤
春
江

春
め
く
や
軒
に
睦
み
し
小
邑
周
龍

丸
山
喜
玉

尾
長
来
て
春
立
つ
朝
の
豊
か
な
り

磯
部
信
与

戸
毎
舞
ふ
獅
子
見
送
り
て
月
あ
か
り

，
立
春
の

夜
を
は
な
や
ぐ

立
春
の
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自
宅
で
勉
強
を
し
高
等
学
校
を
卒

業
で
き
る
通
信
制
高
校
。
県
立
中
央

高
等
学
校
通
信
制
で
は
、
昭
和
五
十

四
年
度
生
徒
を
左
記
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

ハ
門
募
集
人
員

普
通
科
一

O
O
名

白
募
集
期
間

三
月
一
日
J
四
月
三
十
日

巳
入
学
資
格

o
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
。

o
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等

以
上
の
学
力
が
め
る
者
。

通
信
制
高
校
生
募
集

報広町和

-f
県
立
中
央
高
校

-f

o
男
女
年
齢
に
制
限
な
し
。

回
出
願
書
類

0

入
学
願
書
(
県
平
甲
央
高
校
交

付
)

o
卒
業
見
込
誠
明
書
ま
た
は
卒
業

証
明
書
(
出
身
中
学
交
付
)

。
成
績
証
明
書
(
出
身
中
学
交
付
)

伺
出
願
場
所

甲
府
市
飯
田
五
丁
目
六
l
二
三、

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

電
話
・
甲
府

(
O
五
五
二
)
二
六

J
四
四
一
二
。

昭

信
玄
公
ま
つ
り
に
本
町
参
加

戦
国
絵
巻
を
再
現
す
る
信
玄
公
ま

つ
り
が
、
今
年
も
四
月
七
日
比
行
わ

れ
ま
す
。
本
町
も
武
田
二
十
四
将
の

主
C
4勺
ラ
之
予
告
管
省
察
当

一
条
右
衛
門
大
夫
信
竜
に
扮
装
し
出

場
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
町
内
を
ね
り
歩
く

予
定
で
す
の
で
と
期
待
下
さ
い
。

母

子

健

康

手

帳

発

行

及
び
妊
婦
相
談
、日

三
月
三
日
(
土
)

三
月
十
七
日
(
土
)

時
間
午
前
九
時
J
十
二
時

場
所
中
央
公
民
館
和
室

持
ち
も
の
印
鑑

行 政 相談談
員

堀
之
内
敏
男

昭
和
町
西
条
四
一
一
二
三

。
開
設
日
毎
月
第
一
、
第
三
月

曜
日

時
間

午
後
一
時
J
午
後
三

時

場
所
中
央
公
民
館

。
相
談
日
以
外
の
相
談
は
、
自

宅
で
も
申
し
受
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

相
談
料
は
無
料
で
す
。

I歳 6ヶ月児健診

PM 1 : 00'"'"' 

(該当児S52.3.1--....，52.8.31(生)

3月 9日陰)循環器精密検診

AM9: 30'"'"'12: 00 

胃X線検診

AM8: 30'"'"'9: 30 

3月22日(木)三種混合予防接種

PM 1 0 0--""'2 : 00 

(第一期三回目)

3月27日仏)乳児健診

PM 1 : 0 0'"'"' 

3月28日(水) 3歳児健診

PM 1 : 0 0'"'"' 

(該当児S5 0.9.1--....，51.2.28日(生)) 

3月29日休)乳児検診PM1 : 00---

3月30日怪)乳児検診PM1 : 00 

※場所はすべて中央公民館で実施し

ます。

程日保健

3月:7日(火)
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